
対話と出会いで、一歩が変わる。

TIP*Sは、中小機構が運営する新しい学びの場です。年間約200回の
ワークショップやイベントを通じて参加者同士が対話することで、それ
ぞれが新たな気づきや想いを胸に、自ら決断し、アクションを起こし始
めています。
イベントに集まるのは、何か行動したいと感じている多彩な方々。中小
企業と大企業、地域と都会など、垣根を越えた人と人との出会いを生み
だし、それぞれの想いや活動を支え合う関係づくりを目指しています。

とは何か
TIP*Sのワークショップや講座は、バリエーション豊か。
ひとりひとりの「一歩進みたい」を、丁寧に応援したいという思いで、
さまざまな企画を考えています。
そして、イベント当日は、対話が自然と盛り上がる雰囲気づくり、さらに
学びを深めたい方同士のつながりづくりに力を入れています。
まずは気軽に、関心のあるイベントに参加してみてください。
多様なバックグラウンドを持つ参加者同士で話すほど、刺激を受けあっ
てモヤモヤします。
そのモヤモヤが、自ら考え、行動するためのステップ。いつのまにか
「一歩進んで」いるはずです。

での学び
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つづく

自分と、出身地や愛着のある場所との距離を近づけると、日常が豊かになる気がする。
そんな感覚を出発点に「地域」というキーワードで活動しているゲストと、「場」「関
わり方」「人」といったテーマで対話を行うこの企画。ゲストのトークがきっかけと
なって参加者同士の対話が深まり、自身の働き方や暮らし方が整理され、地域との
新たな関わり方が見つかったり、アクションにつながる気付きが得られたりします。

TIP＊Sローカルゲストトーク！

「地域」というワードが

ちょっと気になってきた方へ

企業がテーマの
イベントは月1回
開催していますよ

自分自身と地域との関わり方を考える
今回のゲストは、住宅型複合施設「しぇあひるずヨコハマ」を運営し、地域住民の交流を生み

出す荒井聖輝さんです。地域に必要な物件活用→地域の接点づくり→活動や事業が定常化

→関係人口増加→地域活性化というサイクルが生まれる「しぇあひるず」を未来のスタンダー

ドにしたいと語る荒井さん。トーク中には笑いも起こり、なごやかな雰囲気。初参加の方も多

かったようです。

ワークショップでは、各々の身近な場所で「こんなワクワクが起こった!」という空想記事を
作成しました。発表後は感想や意見をふせんに書いてプレゼント。対話を通して、地域と人生

のありかたを想像することが、未来への第一歩だと実感できる時間でした。

不透明で不確実性の高い時代は、既成概念を壊し続ける挑戦が必要です。
TIP＊Sは、意思決定も行動も素早い中小企業こそ、時代を切り拓けると
考えています。中でも業績を伸ばしているのが、顧客、従業員、地域から
愛され必要とされる企業。そんな企業の経営者に話をききながら「愛さ
れ必要とされる要素」をワークショップで参加者と見つけ出し、未来の
企業について考えていきます。

「ティール組織」など革新的なアイデアや問いを持つ書籍をつくり、多くの

ファンに愛される英治出版。今回は代表の原田英治さんに、過去・現在・未来

の軸で何を考えどう行動してきたのか、この先どうしていきたいのかをお話し

いただきました。

「愛されるためには、相手に理解されるための努力が必要」と語る原田さん。

特に、著者の夢を理解した共感者の出資で本を出す「ブックファンド」という

取り組みに同社の信念を感じた参加者は多かったようです。

ワークショップでは、愛されるポイントを参加者がふせんに書き出してグルー

プ内で共有。共有から新たな気付きが生まれ、参加者同士の距離も縮まって

いくようでした。

ゲストと参加者全員で探る「愛され企業の秘訣」

ぽんのグッときたひと言

ネットで聞ける地域のリアル「TIP＊S
ラジオ」では、地方で新しい働き方や

地域の魅力づくりに取り組んでいる

方へのインタビュー動画をYouTube
にて配信中!

これからの企業の在り方を

考えたい方へ

ワークショップ
愛され必要とされる企業になる瞬間

地域がテーマの
イベントは月2回
開催してます♪ウフ

高品質・低空飛行な暮らし

「自分の輪郭」を
少し

はっきりさせたい方へ

ビジネスのヒントを
見つけたい方へ 

イベント・ワークショップ編
年間200回ほどイベントを開くTIP＊S。どんなイベントがあるの？
どんな雰囲気？ と気になっている方もいらっしゃるのではないで
しょうか。今回は、そんな疑問にお答えするため潜入取材を実施！
「こんな方にぴったり！」というイベントをピックアップします。

一歩はどこからでも踏み出せる！

TIP＊Sラジオ【第61回】北海道札幌市・池田秀紀さん

最高の一杯は店主の想いとおもてなし 【解説】 想いやおもてなしがないラーメンはたとえ美味しくても記憶には残らない。


